
また、航空自衛隊串本分屯基地によるファンシー
ドリルの実演及び海上自衛隊舞鶴音楽隊による音楽
演奏をそれぞれ披露していただいたところ、多くの
方々から拍手をいただきました。

平成２７年１月２８日、近畿中部防衛局は大阪市中央区の「エル・おおさか」において、前防衛大学
校長 五百旗頭真先生、同志社大学学長 村田晃嗣先生、海上自衛隊呉地方総監 伊藤俊幸海将を講師と
してお招きして、「日米同盟」をテーマに平成２６年度関西防衛セミナーを公益社団法人関西経済連合
会、大阪商工会議所、一般社団法人関西経済同友会及び自衛隊大阪地方協力本部の後援を受けて開催し、
定員８００名の客席が満席となるほどの方々にご来場いただきました。

講演に先立って、主催者を代表して左藤章防衛副大臣が、
また、後援団体を代表して関西経済同友会安全保障委員長
佐藤潤様から、ご来場の方々にご挨拶がありました。

左藤防衛副大臣(左)と佐藤関西経済同友会安全保障委員長(右)

各講師からは、時にユーモアを交えつつ、卓越した知見に基づき、丁寧
で分かりやすい講演が行われ、ご来場の方々に熱心に聴講していただくこ
とができました。

基調講演として五百旗頭先生からは、「日米同盟と日本の安全保障」と
題して、日本の安全保障のあり方についてお話しをいただきました。
次に、講演１として村田先生からは、「グローバル化とアメリカ政治、
東アジアの安全保障」と題して、日米両国の社会価値を共有することの重
要性についてお話しをいただきました。
最後に、講演２として伊藤海将からは、「自衛隊と日米同盟 ～日米協力
の現場の視点から～」と題して、自衛官として肌で感じてきた日米同盟に
ついてお話しをいただきました。
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セミナーに参加してくださった
皆様、誠にありがとうございました。
近畿中部防衛局は、今後とも創意
工夫を凝らした防衛セミナーの開
催に努めてまいります。


